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「後ろ確認OK 」

「交差点確認OK 」

「一時停止確認OK 」

「水・オイル確認OK 」

「タイヤ・ホイル確認OK 」

◇こんな危険があるかもしれません 「かもしれない」運転◇
● 横断歩道を渡る歩行者がいるかも！

横断歩道やその付近では必ず安全を確認して通行！
● お店の付近は道路を渡る歩行者がいるかも！

車に気付かず、道路を渡って来る歩行者に要注意！
● 信号を守らない歩行者がいるかも！

押しボタンを押さず、赤信号で渡る歩行者にも要注意！（車に気を使っている？）

◇危険を予測する運転をしましょう◇
特に、日没後は暗くて周りが見えにくいですが、歩行者を見落とさないよう十分気を付けましょう

◇「車両対歩行者」交通死亡事故の主な特徴◇
■ 発生時間帯は午後４～午後６時台が多い
■ ドライバーの年代は４０～５０歳代が多い
■ 歩行者の年代は７５歳以上が多い

◇冬型運転は･･･凍結路面を前提に◇
■ 夏場より２倍以上の車間距離と早めのブレーキ！
■ スピードダウンと慎重な運転を！
■ 悪天候時の不要不急な運転の中止！
■ 急発進・急加速・急ハンドル・急ブレーキは厳禁！

◇飲酒運転は犯罪◇
◇飲酒運転で失う ６つの宝◇
❶命（死亡事故に直結）
❷家族（家族離散など）
❸仕事（解雇など）
❹信用（ＴＶなどで実名報道）
❺免許（免許取消など）
❻お金（罰金や遺族補償など）

「割り込まれて腹立った」
相手の車のミラー壊して、運転手の顔殴りケガさせる 24歳会社員の男逮捕

２０１９／１２／１０（火） １１：２１
９日午後７時半ごろ、愛知県で、乗用車を運転中に割り込まれたことに腹を立て、相手の車のサイドミラーを手

で壊したうえ、相手の男性運転手（２２）を殴りケガをさせたなどとして、会社員の男（２４）が逮捕されました。
男性は口を切るなどのケガをしました。警察によりますと、容疑者は赤信号で停車した際、車を降りて犯行に及
んだとみられ、調べに対し容疑を認めた上で「割り込まれて腹が立った」などと供述しています。

深夜2時 消防署員 酒気帯び運転で検挙
◇分かっていて・・・飲酒運転する人間を、どうやってやめさせるか？◇

◇「罰則」の強化しかないのか？◇
２０１９／１２／７（土） １８：１０

７日午前２時ごろ、岩手県で、２０代の男性消防署員が、酒気帯び運転で警察に検挙された。消防署員は酒気を帯
びた状態で自家用車を運転していたところをパトロール中の警察官に検挙された。消防組合は「重く受け止めな
ければならない。再発防止のため職員の指導を徹底したい」と話している。

県職員が酒気帯び運転疑い 県警が書類送検
友人宅などで酒を飲み、車を運転して帰宅する際に街灯に衝突

◇飲酒運転で、「捕まった者、事故を起こした者」は、◇
◇「自分だけは捕まらない、事故を起こさない」と思っていた◇

２０１９／１２／１０（火） １５：４９
警察は１０日、酒気帯び運転の疑いで某県職員の男性（４６）を書類送検した。容疑を一部否認している。警察に

よると、男性は友人宅などで酒を飲み、車を運転して帰宅する際に街灯に衝突した。目撃者が１１０番し、駆け付
けた同署員が呼気検査で基準値を超えるアルコールを検出した。県総務部の部長は「極めて残念で、申し訳ない
。厳正に対処していく」とコメントした。


